私。 俳優 志望の 理由 を 簡単に 云って 御覧なさい。 

志望者。 理由と 云って、 別にありません。 たゾ、 自分 

で 芝居が して 見たい とい ふだけ です。 

私。 芝居 を するとい ふの は、 舞台に 立つ とい ふこと で 

」 ゝ o 

す 力 

志望者。 さう です。 

私。 一 つの 芝居が 出来 上る ために は、 どうい ふ 人々 が 

必要で あるか、 それが わかって ゐま すか。 

志望者。 それ は 上演す る 脚本に よって 違 ひます。 

私。 と 云 ふと …… ？ 

志望者。 あ、、 僕 は 舞台の 上の こと を 云って ゐ るので 



す。 舞台裏の 人 は 別と して、 V す。 

私。 舞台裏の 人 …… 。 

志望者。 作者 や 舞台監督 もあります。 

私。 よろしい。 君 は、 芝居 を やりたい と 云 ひました ね。 

芝居 を やる とい ふことの うちに、 脚本 を 書く こと や、 

舞台 指揮 をす る こと も 含んで ゐ ると は 思 ひません か。 

志望者。 含ませても かま ひません。 

私。 君が、 自分で 芝居 を やりたい と 思 ふとき、 さう い 

ふ 方面の 仕事に ついて 考 へて 見た ことがあります か。 

志望者。 僕 はさう いふ 方面に は 向かな い と 思 ふ のです。 

私。 それなら、 俳 憂と しての 素質に は、 自瞎が あるの 



です 力 

志望者。 自信が あると は 云へ ません。 た >、 あ、 いふ 

方法で なら、 何んだ か 自分の 気持が 表 はせ さう だと 

いふ 気がする のです。 

私。 俳優 は 自分の 気持 を 表 はす だけが 仕事で はあり ま 

せん。 

志望者。 ぇゝ それ はわ かって ゐ ます。 人物の 気持です。 

しかし、 それが 自分の 気持に あって ゐ なければ なら 

ない と 思 ひます。 人物の 気持 を 自分の 気持に 融け 込 

ませて、 それ を、 自分の 気持と して 表 はさなければ 

ならない と 思 ひます。 



私。 さう いふ 演技 論 も 成立つ でせ う。 それなら、 君 は、 

あらゆる 人物の 気持 を、 君 自身の 気持と して 表 はし 

得る と 思 ひます か。 

志望者。 それ は、 才能と 努力の 問題です。 つまり は、 

これからの 問題です。 

私。 君 はこれ まで 読むな リ 観るな りした 芝居のう ちで、 

どうい ふ 人物に 扮 して 見たい と 思 ひます か。 どうい 

ふ 人物に 扮 したら、 うまく やれ さう に 思 ひます か。 

志望者。 それ は、 二つの 関係の ない 質問 だと 思 ひます 

から、 別々 に 答へ させて いた、 V きます。 どうい ふ 人 

物に 扮 して 見たい かとい ふ 問題 は、 自分の 素質より 



私。 遺憾ながら、 それ もで きません。 若し 強 ひて さう 

いふ 目標が 必要なら、 全然 別の 世界で はあり ますが、 

旧劇の 二三の 傑れた 俳優が その 特殊の 才能と、 その 

才能の 練磨に よって 築き上げた 芸術 境 を、 目標に し 

て 下さい。 それよりも、 できるなら、 泰西の 名優 を 

一人 二人、 舞台の 上で 観て 下さい。 リュ シャン \ギ 

イト リイで も、 力 チャロフ でもよ ろしい。 

志望者。 さう いふ 天才が 同時に 三人 も、 先生た ちの 周 

囲に 集って 来る とお 思 ひです か。 

私。 来ない と は 限りますまい。 いや、 それ は戯談 です。 

はっきりした 目標なら、 遠くて 高い ほどい、 では あ 



私。 僕 自身 は、 何も 始めなくて もい、 のです。 「始め 

る」 とい ふこと がー つの 名誉なら、 その 名誉 は 誰か 

に 譲り ませう。 諸君 も、 それだけの 決心がなければ 

ならない、 日本の 新劇 を滅す もの は、 皆が 早く r 始 

め」 過ぎる ことです。 

志望者。 あまり 用心深い こと も考へ もので はあり ませ 

んか。 数多く 舞台 を 踏む とい ふこと も 大事で はない 

のです か。 

私。 大事で あると 同時に 危険です。 これからの 俳優 は、 

職業的 関節 不随に 陥る こと を 避けなければ なり ませ 

ん。 見 給へ、 今日の 俳優 は、 何れも、 何処か 知ら 発 



育 不全の ま、、 その 畸形 的な 姿 を 舞台の 上に さらし 

てゐ る。 これ は 肉体的に と 云 ふよりも 寧ろ 精神的に 

です。 一 寸 見たところ でさへ、 ある 種の 感情が 全く 

眠って ゐる としか 思へ ない 人々 が ざら にあります。 

想像力に しても さう です。 

志望者。 わかりました。 それだけ のこと を 伺って 置け 

ば、 僕に も 決心の つけ 方が あります。 何れ、 採用し 

ていた y く か、 どうか、 考 へた 上で 御 返事す る こと 

にします。 

私。 あ、、 さう です か。 君の 方から 返事 を、 ：：： あ、 

さう です か。 
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